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無錫村田電子有限公司様は、株式会社村田製作所の中国における生産子会社として、高品質なセラミックコンデンサなどの製造
を主な事業としています。
既設の工場棟では、設備保全管理を実施していたものの、設備保全全体の見える化ができていないという課題を抱えていました。
そこで、新工場建設に合わせ、全工場で統一したデジタルの設備保全管理を実現するため、工場の機電設備を納入した日立工程
建設（中国）有限公司と協力して設備・資産管理システム「SmartFAM」を導入いただきました。

設備情報を電子化し、保全管理業務を改善

日立産業制御ソリューションズ　設備・資産管理システム「SmartFAM」のご紹介 

無錫村田電子有限公司様（2020年9月現在）

インタビューは裏面

■設立： 1994年12月16日
■資本金： 2億8200万USドル
■従業員数： 9,214名（2020年3月31日時点）
■本社所在地：No.6, Xingchuang 1st Road, Wuxi Export Processing Zone B Zone, Wuxi, Jiangsu 214028, China
■事業内容：セラミックコンデンサなどの製造

管理統括部 管理部 環境・安全科 担当科長 銭飛様 

現場ごと組織ごとの設備や資産を、全体視点で有効活用 

◆保全業務において、PDCAサイクルを実現するために必要な機能をオールインワンで提供しています(一部オプション機能も含みます)
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 【インタビュー】無錫村田電子有限公司様にお話を伺いました 

人々の生活を安全・安心で豊かにするため
優れた技術で新しい価値を提供し、社会の発展に貢献する

https://www.hitachi-ics.co.jp/
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本紙の情報は、2020年11月時点の情報です。
● SmartFAM、Σ-Factoryは、株式会社日立産業制御ソリューションズの登録商標です。
● i-Reporterは、株式会社シムトップスの登録商標です。
● その他記載の会社名、製品名は、それぞれの会社の商標もしくは登録商標です。
● 製品仕様は、改良のため予告なく変更することがあります。
● 本製品を輸出等される場合には、外国為替及び外国貿易法の規則ならびに米国の輸出管理規則など外国の輸出関連法規をご確認のうえ、必要な手続きをお取りください。
　 なお、ご不明な場合は、弊社担当営業にお問い合わせください。

Q1. 導入のきっかけは何ですか？
A.設備保全管理は、安定生産を行うための大切な業務です。
当社は第１工場にて簡易的に設備保全管理を実施していまし
たが、管理方法・管理レベルが統一されておらず、有効活用
ができていませんでした。そのため、設備点検結果・故障・整
備トラブル事例が生かされておらず、設備保全全体の見える
化ができていないという課題がありました。このような中で、
全工場で統一したデジタルの設備保全管理データを活用す
れば、管理基準の統一が図れ、情報収集と共有が可能となり、
保全管理業務の改善につなげられると考えたのが導入の
きっかけです。

Q3. 導入後の評判と感想を教えてください。
A.まずは、第２工場の一部の設備においてスモールスタート
とし、運用を開始しております。以前まで活用できていなかっ
た設備の情報を電子化することにより、現場ノウハウ、担当者
の意見を吸い上げることができた点がよかったと思います。
全てが当社の希望通りというわけではありませんが、工場の
機電設備を納入いただいた日立工程建設（中国）有限公司と
協力し、まずは、データを残すといった初期段階の一番重要
な作業を工場全体の設備で運用できるよう始めており、徐々
にデータを蓄積していくことで、日々価値が高まるものと
思っています。

Q4. 今後の展開としてどのようなことを考えていますか？ 
A.将来的には、設備・資産管理システム「SmartFAM」に蓄積
した設備の保全データと稼働データなどを解析し、設備予兆
診断を行うことを検討しており、実現に向けて取り組んでい
ます。徐々に工場全体の設備や他の工場へも展開し、課題で
あった設備の稼働状況や、設備点検結果・故障報告・整備トラ
ブルなどの管理基準の統一が図れると感じています。これら
が実現できれば、当社が挑戦し続けている「スマート製造工
場」がまた一歩前進するものと思っています。

取材にご協力いただき、ありがとうございました。

Q2. 導入の決め手は何ですか？
A.当社が抱える漠然とした課題を整理し、その解決方法と設
備保全管理のあるべき姿を具体的に示してくれたことです。
導入に関しても、どの順番で、どの範囲で何をやるかを段階
的に示し、将来拡張まで見据えた提案をいただけました。こ
のため、工場側とも予算を含め調整しながら納得して進める
ことができました。また、日立工程建設（中国）有限公司を含
めた本プロジェクトの関係担当者が何度も工場に足を運び、
当社の保全現場担当者とコミュニケーションを取っていただ
けたので、さまざまな機能の理解につながりました。将来を
見据えた拡張機能があると試してみたいことも広がり、設備
保全管理の可能性を感じます。

工場内部の様子

左：無錫村田電子有限公司 管理統括部  環境・安全科 担当科長 銭飛様 
右：日立工程建設（中国）有限公司 設計本部 本部長 大貫 敏之様 

【Point！】設備・資産管理システム「SmartFAM」の特長 

管理対象(設備、部品、施設など)に合わせて管理項目を自由に設定すること
ができるため、お客さまの業務運用を違和感なく引き継ぐことができるとと
もに、最適なシステムを構築することが可能となります。 

お客さまの用途・運用に合わせた最適なシステムを構築


